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１. これまでの検討経緯
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１．これまでの検討経緯

Ｈ２４ 第１回 協議会の開催（Ｈ２４.６.２９）
渋滞対策の推進に向けた意見交換等

Ｈ２４ 第２回 協議会の開催（Ｈ２４.７.１３）
主要渋滞箇所（素案）の抽出に関する道路利用者からの意見募集方法について

Ｈ２４ 第３回 協議会の開催（Ｈ２４．１２．２６）
道路利用者からの意見募集を踏まえた主要渋滞箇所の特定について

Ｈ２５ 第1回 協議会の開催（Ｈ２５．９．２７）
地域の渋滞の現状、渋滞対策の基本方針の検討

渋滞対策の基本方針の公表（Ｈ２６．６．１３）

主要渋滞箇所の公表（Ｈ２５．１．２４）

平成24年度

平成25年度

平成26年度～

Ｈ２６ 第１回 協議会の開催（Ｈ２７．1．２１）
主要渋滞箇所のモニタリング･要因分析･評価･賢く使うの認識共有 等

『主要渋滞箇所の特定』

『渋滞対策の基本方針の検討』

Ｈ２７ 第１回 協議会の開催（Ｈ２７．９．１７）
主要渋滞箇所の進捗状況、主要渋滞箇所見直しの考え方 等

『渋滞対策の推進』

Ｈ２７ 第２回 協議会の開催（Ｈ２７．１２．９）
道内主要都市圏の渋滞WGの検討･取組状況､主要渋滞箇所の解除 等

平成27年度～

『対策効果の評価』

Ｈ２８ 第１回 協議会の開催（Ｈ２８．７．２６）
主要渋滞箇所の進捗状況､主要渋滞箇所の解除 等

渋滞に関する意見募集（Ｈ２４．１１．１６～Ｈ２４．１１．２９）

Ｈ２８ 第２回 協議会の開催（Ｈ２８．２．２０）
主要渋滞箇所の追加

Ｈ２９ 第１回 協議会の開催（Ｈ２９．７．２７）
主要渋滞箇所の進捗状況､主要渋滞箇所の解除 等

平成28年度

主要渋滞箇所の
追加

北海道渋滞対策協議会
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１．これまでの検討経緯

渋滞対策の基本方針策定

主要渋滞箇所の対策立案
 各主要渋滞箇所について、道路管理者や警察等が連携をして検討箇所の抽出

や渋滞要因の分析、ハード・ソフト両面からの具体的な対策を立案

 各主要渋滞箇所の対策の検討にあたっては、各道路管理者が渋滞状況、対策
の方針、今後の対策、対策案の概要を整理

Plan(計画)

円滑な渋滞対策の実施を実現D0(実行)

モニタリング等による検証・評価
 最新の交通データに基づく渋滞状況の確認

Check(評価)

・対策終了後、一定期間選定基準以下

・対策終了後、選定基準以上

・主要渋滞箇所以外の箇所が選定条件以上

⇒ 渋滞対策の終了

⇒ 新たな渋滞対策の検討

⇒ 主要渋滞箇所の追加

主要渋滞箇所の見直し
 モニタリング等による検証・評価を踏まえ、主要渋滞箇所の

見直し案を作成

 北海道渋滞対策協議会において、主要渋滞箇所の見直し
を議論

Action(改善)

Ｐ・Ｄ・Ｃ・Ａの実現による確実
な渋滞対策の実施

 各道路管理者が個別に立案した対策に基づき対策を実施

 他機関の実施対策等との連携・調整を図りながら対策を実施

4

○北海道における各主要渋滞箇所の渋滞対策は、関係機関が連携し渋滞要因分析、ソフト・ハードを含めた
対策の検討・取組の実施及び評価を行う。

○主要渋滞箇所のモニタリング等による検証により、必要に応じて主要渋滞箇所や基本方針について、
随時、見直しを行う。

■渋滞対策の基本方針

北海道渋滞対策協議会



２. 議論いただく事項
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6

２．議論いただく事項

・主要渋滞箇所の進捗状況について

・主要渋滞箇所の進捗状況の確認

・H29主要渋滞箇所解除候補箇所の現地確認結果

・H30主要渋滞箇所解除候補箇所

・今後のスケジュール

＜議論いただく事項＞

北海道渋滞対策協議会



３. 主要渋滞箇所の進捗状況について
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３．主要渋滞箇所の進捗状況について
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道北圏

道央圏

道南圏

道東圏

平成２５年１⽉特定

■進捗状況

主要渋滞箇所数

203箇所
(13箇所解除)

集約されるエリア数 集約される区間数 箇所数

81箇所
4エリア 24区間

※70箇所が含まれる ※52箇所が含まれる

北海道 主要渋滞箇所（一般道＋高速）

※Ｈ２７第２回渋滞対策協議会で９箇所解除、
Ｈ２８第１回渋滞対策協議会で４箇所解除、
Ｈ２８第２回渋滞対策協議会で２箇所追加、
214箇所⇒205箇所⇒201箇所⇒203箇所

※Ｈ２７第２回渋滞対策協議会で９箇所解除、
Ｈ２８第１回渋滞対策協議会で４箇所解除、
Ｈ２８第２回渋滞対策協議会で２箇所追加、
214箇所⇒205箇所⇒201箇所⇒203箇所

○主要渋滞箇所の進捗状況は、H24年度に選定、H28年度に追加した216箇所のうち、H28年度までに解除となった箇所が13箇所
（H27に9箇所、H28に4箇所解除）、 対策実施後のモニタリングを継続している箇所が2箇所、H29年度の解除候補が13箇所、H30
年度に解除候補として抽出する箇所が14箇所、対策中が63箇所、検討中が111箇所。

【集計の考え⽅】
■解除済み
■対策後のモニタリングの継続箇所
■H26年度に対策が完了した箇所
（H28年度現地確認箇所）
■H27年度に対策が完了した箇所
（H29年度現地確認予定箇所）
■対策中
事業取組中の箇所

■検討中
事業内容を調査・検討中の箇所

エリア：都市部等、混雑区間・箇所が面
的に広がっており、複数路線に
跨り複数の主要渋滞箇所を含む
区域

区間 ：交差点等が連担するなど、速度
低下箇所が連続しており、複数
の主要渋滞箇所を含む区間

凡 例

＜主要渋滞箇所＞
箇所

＜道路種別＞

高速道路

一般国道

道道

市町村道

区間

エリア

解除箇所

北海道渋滞対策協議会

解除済

13箇所
6%

モニタリング

継続

2箇所
1%

H29解除候補

（H26対策済）

13箇所
6%

H30解除見込

（H27対策済）

14箇所
7%

対策中

63箇所
29%

検討中

111箇所
51%

主要渋滞箇所

216箇所



北海道渋滞対策協議会３．主要渋滞箇所の進捗状況について

○今年度、社会資本整備審議会の基本政策部会（7/13開催）の建議にて、渋滞対策における道路利用者（バス・トラックなど）との
連携強化が方向付けられたところ。

○今回はこれまでに特定された主要渋滞箇所と、道路利用者の目線で渋滞していると認識されている箇所（意見箇所）とを照らし
合わせ、状況確認を行う。

※社会資本整備審議会
第６４回基本政策部会（H29.7.13））
資料２ 道路分科会建議（案）
より抜粋（国交省HPより）
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３．主要渋滞箇所の進捗状況について
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凡 例

＜主要渋滞箇所＞
箇所

＜道路種別＞

高速道路

一般国道

道道

市町村道

解除箇所

＜トラック協会意見箇所＞

＜バス協会意見箇所＞

北海道渋滞対策協議会

■バス協会意見箇所一覧（21箇所）■トラック協会意見箇所一覧（40箇所）

主要渋滞箇所に該当

主要渋滞箇所に非該当

主要渋滞箇所に該当

主要渋滞箇所に非該当

札幌市周辺

○道内の渋滞箇所を両協会より事前に聞き取りを行った。

・トラック協会からの意見箇所（40箇所）のうち、30箇所は主要渋滞箇所に該当。18箇所は検討中、10箇所は対策中、2箇所は対策済み。

・バス協会からの意見箇所（21箇所）のうち、18箇所は主要渋滞箇所に該当。7箇所は検討中、9箇所は対策中、2箇所は対策済み。

→非該当箇所においては、現地調査等により実態を把握し、状況に応じ対策の必要性について検討する。

対策済み

2箇所
5%

対策中

10箇所
25%

検討中

18箇所
45%

非該当

10箇所
25%

トラック協会

意見箇所

40箇所

対策済み

2箇所
10%

対策中

9箇所
43%

検討中

7箇所
33%

非該当

3箇所
14%

バス協会

意見箇所

21箇所

対策状況

国道５号 大沼ＩＣ付近 非該当

国道５号 小樽付近 検討中

国道５号 北３３西９～北３３東８ 検討中

国道１２号 江部乙 検討中

国道１２号 大麻駅前付近 非該当

国道１２号 神居古潭トンネル付近 非該当

国道１２号 環状線交差点付近 非該当

国道１２号 砂川市南５丁目付近 非該当

国道１２号 春志内トンネル付近 非該当

国道１２号 東橋付近 検討中

国道３６号 環状線交差点付近 検討中

国道３６号 北広島インター付近 検討中

国道３６号 札幌ドーム付近 検討中

国道３６号 社台地区 対策中

国道３６号 すすきの交差点付近 検討中

国道３６号 美しが丘1-10交差点付近 対策中

国道３６号 竹浦地区 非該当

国道３８号 帯広市西１９条～西２条 検討中

国道３８号 国道２３６号交差点 検討中

国道３８号 芽室～帯広～池田 検討中

国道４０号 名寄～士別 非該当

国道４４号 ＪＲＡ付近 対策中

国道２３０号 札幌市南区藤野 非該当

国道２３０号 南区～定山渓 対策済み

国道２３７号 道東道占冠インター下り口 非該当

国道２４１号 音更町木野市街 対策中

国道２７４号 丘珠線との交差点 検討中

国道２７４号 札幌新道大谷地付近 対策中

国道２７４号 札幌新道新川地付近 検討中

国道２７４号 パープル街道の交差点 検討中

国道２７４号 豊水大橋付近 対策中

国道２７４号 南７条米里線との交差点 対策中

国道２７４号 米里１－２～国道２７５号交差点 対策中

国道２７５号 雁来大橋 検討中

国道２７５号 札幌新道交差点付近 対策中

国道２７５号 北1東13交差点付近 対策済み

道道１２５号 国道５号との交差点 検討中

道道８６５号 麻生五叉路交差点 対策中

北５条通 センチュリー～石狩街道 検討中

北５条手稲通り 札幌西インター付近 検討中

渋滞箇所 対策状況

国道5号 札樽自動車道小樽IC交差点付近 対策中

国道5号 札幌新道との交差点付近（宮の沢2条3丁目） 非該当

国道12号 もみじ台通りとの交差点付近（厚別東5条4丁目） 検討中

国道12号 北1東6交差点 検討中

国道12号 厚別中央2-2交差点 対策中

国道36号 厚別東通交差点付近 検討中

国道36号 札幌ドーム付近 検討中

国道36号 月寒中央3丁目交差点 対策中

国道39号 永山2条4丁目～4条18丁目（冬期） 対策中

国道39号 セブンイレブン前交差点（網走市北6条西7丁目） 非該当

国道40号 末広1条3丁目～護国神社交差点付近（冬期） 対策済み

国道241号 十勝大橋～音更木野大通東12丁目 対策中

道道83号 湯倉神社～深堀町間 対策中

道道100号 湯倉神社～昭和交差点 対策中

道道89号札幌環状線 市道南7条米里通との交差点 対策中

道道下手稲通り 札幌新道との交差点付近（発寒13条2丁目） 検討中

旭川市内緑橋・昭和通り 4条交差点付近 対策済み

貝塚光和通り 貝塚線橋付近 対策中

宝橋通り 文苑・新橋間（冬期） 非該当

羊ヶ丘通り（千歳方面） 清田真栄（100万ボルト付近） 検討中

富士見緑ヶ丘通り 鶴ヶ岱五差路交差点 検討中

渋滞箇所

「非該当」は、主要渋滞箇所に該当しない箇所
主要渋滞箇所に該当する箇所は、その対策状況を記載

※範囲が広域または特定不能な箇所を除く ※範囲が広域または特定不能な箇所を除く



４. 主要渋滞箇所見直しの考え方
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４．主要渋滞箇所見直しの考え方

北海道の
主要渋滞箇所

○既事業の有無・進捗、路線の役割に応じて短期的に対応可能な箇所から対策を進め、中長期的には、関係
機関と連携し、ハード・ソフトの両面から検討し対策を進める。

○対策実施後、最新データによるモニタリングを行い、選定指標に該当しない場合、現地状況も確認の上、主要
渋滞箇所を解除。

【短期的な対応】
既事業や事故ゼロプラン
により短期的に対応可能
な箇所から取組を進める

【対策実施】

【対策中】

【検討中】

(216箇所)

【中長期的な対応】
関係機関と連携し、ハー
ド・ソフトの両面から検討

し取組を進める

■主要渋滞箇所の見直しの考え方

＜進捗状況管理＞＜対応立案＞ ＜モニタリング＞

最
新
デ
ー
タ
に
よ
る
主
要
渋
滞
箇
所
の
選
定
指
標
の
確
認

選定指標

一
般
道

1軸 昼間12時間の渋滞損失時間が80万人時間/年以上

1´軸 ピーク時渋滞損失時間が182.6人時間/時以上（平日）

2
軸

平
日

ピーク時旅行速度が20㎞/h以下（平日）

休
日

ピーク時旅行速度が20㎞/h以下（休日）

3軸
特定日のピーク時旅行速度が20㎞/h以下
（冬期・観光期等）

意見
箇所

一般・事業者・管理者の声

高速道路
渋滞量520km・h/年以上または
休日5%タイル速度40km/h以下または混雑度1.0以上

・選定指標に該当しない場合、現地状況も
勘案し、問題無ければ、主要渋滞箇所
を解除

・モニタリングを継続し評価

・既事業や事故ゼロプランに該当しない
場合、関係機関と連携しハード・ソフ
トの両面から検討

・既事業や事故ゼロプランに該当する
場合、モニタリングを継続

12

■対策実施箇所をリストアップ

■対策実施箇所のモニタリングを行い、対策実施

後に改善がみられる（選定指標に該当しなく

なった）箇所を解除候補箇所として抽出

■解除候補箇所について現地確認を行い、問題

がなければ解除箇所として確定

北海道渋滞対策協議会



４．主要渋滞箇所見直しの考え方

○前々年に対策が完了した主要渋滞箇所の指標該当状況を前年のプローブデータで評価（モニタリング）した
上で、7月の渋滞協において解除候補箇所を抽出・提示。

○それらの解除候補箇所について、同年度の2～3月に実施する各都市圏WG等で現地確認を行い、次年度の
7月の渋滞協で解除。

■主要渋滞箇所見直し（解除）のサイクル

13

○上記の主要渋滞箇所見直しのサイクルを踏まえて、本日の協議会では、下記を実施

・ H29主要渋滞箇所解除候補箇所（H28年度にモニタリング評価）の現地確認結果の報告（解除の承認）

・ H30主要渋滞箇所解除候補箇所の提示（H28プローブデータによるモニタリング評価を踏まえた次年度解除

候補箇所（今年度の現地確認箇所））

協 議 会

（H27年度） （H28年度） （H30年度）（H29年度）

解除の承認

協 議 会 協 議 会

解除の承認
解除候補

箇所（案）の
提示

現地状況
確認

各都市圏
WG・開建

現地状況
確認

各都市圏
WG・開建

解除候補
箇所（案）の

提示
対策実施

（H26年度）

対策実施

北海道渋滞対策協議会

H27ﾃﾞｰﾀ
による

モニタリング
評価

H28ﾃﾞｰﾀ
による

モニタリング
評価

モニタ
リング

モニタ
リング



５. H29主要渋滞箇所解除候補箇所の
現地確認結果

14



５．H29主要渋滞箇所解除候補箇所 北海道渋滞対策協議会

Ｈ26対策により、H28年度に⾒直しを検討した箇所Ｈ26年度に完了した対策
38

図3.岩内共和道路
岩内共和道路 L=7.6km

276

229

H26.3.23開通 Ｌ=6.5km H26.12.5
開通

Ｌ=1.1km

64

232

231

Ｈ26開通
L=0.3km

留萌拡幅
L=4.3㎞

231

開通済区間

開通済区間

開通済区間

図5.⼀般国道231・232号
留萌拡幅

○ H28年度第1回渋滞対策協議会において、H26年度までに対策が実施され
た主要渋滞箇所の解除候補箇所について議論。

○ その結果、以下の13箇所について、現地状況の確認が必要と判断された。
⇒本日、H28年度に状況を確認した箇所の確認結果を報告。

■H28年度 解除候補箇所（現地確認箇所）

49
48

図4.室蘭

交差点改良
（右折⾞線設置等）

交差点改良
（右折⾞線延伸等）

36

37

＜H26年度対策完了箇所一覧＞
箇 所 名 協議会 対策内容※ 実施主体 完了年度 現地確認結果 図No

9 一般国道３６号×道道西野白石線 札幌都市圏 右折車線設置（主） 北海道開発局 H26 解除

1

17 一般国道１２号×平和通（市道） 札幌都市圏

大谷地駅前通バイパス 札幌市 H25
ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ

継続右折車線設置（主）

中央帯拡幅（主）
北海道開発局 H26

122 一般国道４５３号×道道札幌環状線 札幌都市圏 右折車線設置（主） 北海道開発局 H26
ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ

継続

123 一般国道４５３号×道道西野白石線 札幌都市圏 右折車線設置（主） 北海道開発局 H26
ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ

継続

1206 一般国道５号×道道函館上磯線 函館都市圏
カラー舗装 北海道開発局 H24

解除

2函館新外環状道路

（函館IC～赤川IC）
北海道開発局 H261217 一般国道５号×市道赤川石川線 函館都市圏 解除

1218 函館江差道×国道５号（函新） 函館都市圏 解除

38 一般国道２７６号×八幡通（町道） 個別（小樽）
一般国道２７６号

岩内共和道路
北海道開発局 H26 解除 3

48 一般国道３６号×道道中央東線 個別（室蘭）
右折車線設置、

すべり止め・カラー舗装
北海道開発局 H26 解除

4

49 一般国道３６号×一般国道３７号 個別（室蘭）
右折車線延伸、

すべり止め・カラー舗装
北海道開発局 H26 解除

64 一般国道２３１号×栄町２号通（市道） 個別（留萌）
一般国道２３１・２３２号

留萌拡幅
北海道開発局 H26

ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ

継続
5

高速2 函館新道 七飯本町IC～七飯大川IC 函館都市圏 付加車線 北海道開発局 Ｈ26 解除
2

高速3 函館新道 七飯大川IC～函館IC 函館都市圏 付加車線 北海道開発局 Ｈ26 解除

図2.函館新外環状道路（函館IC〜⾚川IC)
函館新道（函館IC〜七飯本町IC）

1206

228

227 5 ⾚川IC

1218

1217 函館IC

H27.3.14開通 Ｌ=2.4km

七飯本町IC

七飯⼤川IC

函館新外環状道路
L=10.0km

⾼速2
付加⾞線

⾼速3
付加⾞線

函館新道

15

※（主）は、主道路側であることを表す

9

17

123

122

交差点改良
（右折⾞線設置等）

交差点改良
（右折⾞線設置等）

交差点改良
（右折⾞線設置等）

交差点改良
（右折⾞線設置等）

36
453

12

274

図1.札幌都市圏

⼤⾕地駅前通り開通



【位置図】札幌市豊平区⽉寒 【渋滞状況の変化】

【対策内容】右折⾞線設置（主）

■現地調査結果

完了対策 選定時条件による
対策前評価

選定時条件による
H27評価

現地確認
H28結果

解除判定
対策内容 実施主体 完了年度

右折車線設置
（主道路側）

北海道開発局 H26
平日ピーク時渋滞損失時間

221.1人時間/時
平日ピーク時渋滞損失時間

173.0人時間/時
平日ピーク時に
渋滞発生なし

解除

○ 右折車線設置（主道路側）の効果により、平日ピーク時渋滞損失時間が182.6人時間/時以下に改善。また、 H28年度の現
地調査においても渋滞が発生していないことを確認。

⇒主要渋滞箇所の指定を解除する。

【9】 一般国道３６号×道道西野白石線 （1’軸）：札幌都市圏ＷＧ

当該箇所

■渋滞損失時間の推移

16

北海道渋滞対策協議会５．H29主要渋滞箇所解除候補箇所の現地確認結果 北海道渋滞対策協議会

36

36

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

⾄ 札幌市街

⾄ 北広島

⾄
中
央
区

⾄
⽩
⽯
区

A

C

D

B

右折⾞両により
後続直進⾞両
の進⾏阻害

右折⾞両により
後続直進⾞両
の進⾏阻害

⻄
野
⽩
⽯
線

国道36号

A

C

D

B

⻄
野
⽩
⽯
線

国道36号

対策後

対策前

右折⾞線の設置 右折⾞線の設置

札幌市立
あやめ野小学校

札幌市第一
高等学校

対策後 A流入部 対策後 B流入部

173.0 人時間/時

221.1 人時間/時

0.0 50.0 100.0 150.0 200.0 250.0

H27

H22

平日ピーク時渋滞損失時間（人時間/時）

182.6人時間/時
以下に減少

182.6

※渋滞損失時間とは、基準旅行時間と混雑時旅行時間の差に対して、交通量および１台あたりの乗車人数を掛け合わせた値
※ピーク時渋滞損失時間は、7~19時の１時間ごとに全方向の渋滞損失時間を合計し、各時間のうち、最も大きい合計値を使用



14.2
12.5

4.8
5.3

6.5

4.4

7.3

0%

20%

40%

60%

80%

100%

開通前 開通後

道道函館上磯線 市道美原学園通

市道赤川石川線 新外環状道路

【位置図】函館市⽯川町 【渋滞状況の変化】

【対策内容】函館新外環状道路(函館IC〜⾚川IC)
■現地調査結果

完了対策 ２軸（平日）条件による
対策前評価

２軸（平日）条件による
H27評価

現地確認
H28結果

解除判定
対策内容 実施主体 完了年度

カラー舗装
函館新外環状道路
（函館IC～赤川IC）

北海道開発局
H24
H26

平日ピーク時旅行速度

9.8㎞/h
平日ピーク時旅行速度

22.7㎞/h
平日ピーク時に
渋滞発生なし

解除

○ カラー舗装および函館新外環状道路（函館IC～赤川IC）による交通転換の効果により、平日ピーク時旅行速度が20km/h以
上に改善。また、 H28年度の現地調査においても渋滞が発生していないことを確認。

⇒主要渋滞箇所の指定を解除する。

【1206】 一般国道５号×道道函館上磯線 （意見箇所）：函館都市圏ＷＧ

■旅⾏速度の推移

５．H29主要渋滞箇所解除候補箇所の現地確認結果

17

対策後 A流入部
H27.3.14開通

L=2.4km

函館新外環状道路 L=10.0km

H32年度開通予定

L=7.6km
函館IC

赤川IC

日吉IC

函館空港
IC

対策前 A流入部

228

5
227

278

227

228

22.7 km/h

9.8 km/h

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0

H27

H22

平日ピーク時旅行速度（km/h）

北海道渋滞対策協議会

Ａ

Ｃ

Ｄ

Ｂ

20km/h以上に
向上

石川公園

【交通量の変化】
（a-aʼ断⾯（湯川⇒北⽃））

1.7千台

a

a’

市道美原学園通

市道赤川石川線

※グラフ内の数値は流入交通量（千台/12h）

出典：交通量調査（開通前H25.9、開通後H28.9）



14.2
12.5

4.8
5.3

6.5

4.4

7.3

0%

20%

40%

60%

80%

100%

開通前 開通後

道道函館上磯線 市道美原学園通

市道赤川石川線 新外環状道路

【位置図】函館市⽯川町 【渋滞状況の変化】

■現地調査結果

完了対策 ３軸（冬期）条件による
対策前評価

３軸（冬期）条件による
H27評価

現地確認
H28結果

解除判定
対策内容 実施主体 完了年度

函館新外環状道路
（函館IC～赤川IC）

北海道開発局 H26
冬期平日ピーク時旅行速度

12.4㎞/h
冬期平日ピーク時旅行速度

21.4㎞/h
冬期平日ピーク時に

渋滞発生なし
解除

○ 函館新外環状道路（函館IC～赤川IC）による交通転換の効果により、冬期平日ピーク時旅行速度が20km/h以上に改善。ま
た、 H28年度の現地調査においても渋滞が発生していないことを確認。

⇒主要渋滞箇所の指定を解除する。

【1217】 一般国道５号×市道赤川石川線 （意見箇所）：函館都市圏ＷＧ

■旅⾏速度の推移

５．H29主要渋滞箇所解除候補箇所の現地確認結果

18

対策後 D流入部対策前 D流入部

H27.3.14開通

L=2.4km

函館新外環状道路 L=10.0km

H32年度開通予定

L=7.6km
函館IC

赤川IC

日吉IC

函館空港
IC

228

227

228

5

5

【対策内容】函館新外環状道路(函館IC〜⾚川IC)

21.4 km/h

12.4 km/h

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0

H27

H22

冬期平日ピーク時旅行速度（km/h）

北海道渋滞対策協議会

Ａ

Ｃ Ｄ

Ｂ
20km/h以上に

向上

北海道函館
稜北高等学校

a

a’

【交通量の変化】
（a-aʼ断⾯（湯川⇒北⽃））

2.1千台

市道美原学園通

市道赤川石川線

※グラフ内の数値は流入交通量（千台/12h）

出典：交通量調査（開通前H25.9、開通後H28.9）



13.7 11.9

5.6
5.3

7
3.9

5.6

0%

20%

40%

60%

80%

100%

開通前 開通後

道道函館上磯線 市道美原学園通

市道赤川石川線 新外環状道路

【位置図】函館市桔梗町 【渋滞状況の変化】

■現地調査結果

完了対策 ３軸（冬期）条件による
対策前評価

３軸（冬期）条件による
H27評価

現地確認
H28結果

解除判定
対策内容 実施主体 完了年度

函館新外環状道路
（函館IC～赤川IC）

北海道開発局 H26
冬期平日ピーク時旅行速度

10.0㎞/h
冬期平日ピーク時旅行速度

28.7㎞/h
冬期平日ピーク時に

渋滞発生なし
解除

○ 函館新外環状道路（函館IC～赤川IC）による交通転換の効果により、冬期平日ピーク時旅行速度が20km/h以上に改善。ま
た、 H28年度の現地調査においても渋滞が発生していないことを確認。

⇒主要渋滞箇所の指定を解除する。

【1218】 函館江差道×国道５号（函新） （意見箇所）：函館都市圏ＷＧ

■旅⾏速度の推移

５．H29主要渋滞箇所解除候補箇所の現地確認結果

19

対策後 Ａ流入部対策前 Ａ流入部H27.3.14開通

L=2.4km

函館新外環状道路 L=10.0km

H32年度開通予定

L=7.6km
函館IC

赤川IC

日吉IC

函館空港
IC

5

228

227

228

5 5

【対策内容】函館新外環状道路(函館IC〜⾚川IC)

28.7 km/h

10.0 km/h

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0

H27

H22

冬期平日ピーク時旅行速度（km/h）

北海道渋滞対策協議会

Ａ

Ｃ

Ｂ

20km/h以上に
向上

北海道函館
稜北高等学校

a

a’

【交通量の変化】
（a-aʼ断⾯（湯川⇒北⽃））

5.2千台

※グラフ内の数値は流入交通量（千台/12h）

市道美原学園通

市道赤川石川線

出典：交通量調査（開通前H25.9、開通後H28.9）
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（千台/12h）

現道 岩内共和道路

【位置図】岩内郡共和町 【渋滞状況の変化】

【対策内容】⼀般国道276号 岩内共和道路
■現地調査結果

完了対策 ３軸（冬期）条件による
対策前評価

３軸（冬期）条件による
H27評価

現地確認
H28結果

解除判定
対策内容 実施主体 完了年度

一般国道２７６号
岩内共和道路

北海道開発局 H26
冬期平日ピーク時旅行速度

9.4㎞/h
冬期平日ピーク時旅行速度

30.0㎞/h
冬期平日ピーク時に

渋滞発生なし
解除

○ 一般国道276号岩内共和道路の整備による交通転換の効果により、冬期平日ピーク時旅行速度が20㎞/h以上に改善。ま
た、 H28年度の現地調査においても渋滞が発生していないことを確認。

⇒主要渋滞箇所の指定を解除する。

【38】 一般国道２７６号×八幡通（町道） （意見箇所）：個別検討箇所（小樽開発建設部）

■旅⾏速度の推移

５．H29主要渋滞箇所解除候補箇所の現地確認結果

20

対策前 Ｂ流入部 対策後 B流入部

276

229

229

30.0 km/h

9.4 km/h

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0

H27

H22

冬期平日ピーク時旅行速度（km/h）

北海道渋滞対策協議会

Ａ

Ｃ

Ｂ

20km/h以上に
向上

共和町立
西稜小学校

4.4千台

【交通量の変化】

出典：交通量調査（開通前H25.8.15、開通後H27.8.15）



【位置図】室蘭市東町 【渋滞状況の変化】

【対策内容】右折⾞線設置､すべり⽌め･カラー舗装
■現地調査結果

完了対策 選定時条件による
対策前評価

選定時条件による
H27評価

現地確認
H28結果

解除判定
対策内容 実施主体 完了年度

右折車線設置、
すべり止め・カラー舗装

北海道開発局 H26
休日ピーク時旅行速度

18.0㎞/h
休日ピーク時旅行速度

24.9㎞/h
休日ピーク時に
渋滞発生なし

解除

○ 右折車線設置・すべり止め・カラー舗装の効果により、休日ピーク時旅行速度が20km/h以上に改善。また、 H28年度の現
地調査においても渋滞が発生していないことを確認。

⇒主要渋滞箇所の指定を解除する。

【48】 一般国道３６号×道道中央東線 （2軸）：個別検討箇所（室蘭開発建設部）

■旅⾏速度の推移

５．H29主要渋滞箇所解除候補箇所の現地確認結果
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対策後 B流入部

37
36

36

道道中央東線
室蘭駅

至 長万部町
至 札幌市

対策後対策前

24.9 km/h

18.0 km/h

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0

H27

H22

休日ピーク時旅行速度（km/h）

北海道渋滞対策協議会

右折⾞線設置
すべり⽌め・カラー舗装

右折⾞線設置
すべり⽌め・カラー舗装
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室蘭市立
翔陽中学校



【位置図】室蘭市東町 【渋滞状況の変化】

【対策内容】右折⾞線延伸､すべり⽌め･カラー舗装
■現地調査結果

完了対策 選定時条件による
対策前評価

選定時条件による
H27評価

現地確認
H28結果

解除判定
対策内容 実施主体 完了年度

右折車線延伸、
すべり止め・カラー舗装

北海道開発局 H26
冬期平日ピーク時旅行速度

18.2㎞/h
冬期平日ピーク時旅行速度

21.7㎞/h
冬期平日ピーク時に

渋滞発生なし
解除

○ 右折車線延伸・すべり止め・カラー舗装の効果により、冬期平日ピーク時旅行速度は20㎞/h以上に改善。また、 H28年度の
現地調査においても渋滞が発生していないことを確認。

⇒主要渋滞箇所の指定を解除する。

【49】 一般国道３６号×一般国道３７号 （3軸(冬期)）：個別検討箇所（室蘭開発建設部）

■旅⾏速度の推移

５．H29主要渋滞箇所解除候補箇所の現地確認結果
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至 長万部町
至 札幌市

右折⾞線延伸
すべり⽌め・カラー舗装

対策後対策前

21.7 km/h

18.2 km/h
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1.13

0.40

0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

1.2

1.4

H22 H27

抽出基準 混雑度1.0

1.21

0.37

0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

1.2

1.4

H22 H27

抽出基準 混雑度1.0

函館都市圏渋滞対策協議会

選定指標（混雑度1.0以上）に該当しない 選定指標（混雑度1.0以上）に該当しない

新函館北⽃駅

函館港

函館空港
北⽃茂辺地IC

函館IC

七飯⼤川IC

七飯本町IC

七飯藤城IC

七飯IC
（仮称）

⼤沼公園IC

森IC

北⽃市 函館市

七飯町

⿅部町

森町

函館新道
付加⾞線の設置
H26.12完成
延⻑6.6km

区間3区間2

⾚川IC

⽇吉IC

函館空港IC

北⽃追分IC

北⽃中央IC

北⽃富川IC

○ 平成２６年１２月に函館新道の付加車線設置が完了。付加車線設置後は交通容量の増加により混雑度が大幅に改善され
たことを確認。また、 H28年度の現地調査においても渋滞が発生していないことを確認。

⇒主要渋滞箇所の指定を解除する。

【高速2・3】 函館新道 七飯本町IC～函館IC（混雑度1.0超過）：函館都市圏ＷＧ

【位置図】【対策内容】付加⾞線の設置 【渋滞状況の変化】
■混雑度の推移

５．H29主要渋滞箇所解除候補箇所の現地確認結果 北海道渋滞対策協議会

23

主要渋滞箇所

区間2:七飯本町～七飯大川 区間3:函館～七飯大川

混雑度：交通量調査基本区間の交通容量に対する交通量の比

完了対策 選定時条件による
対策前評価

選定時条件による
H27評価

現地確認
H28結果

解除判定
対策内容 実施主体 完了年度

付加車線 北海道開発局 H26
区間2混雑度 1.21
区間3混雑度 1.13

区間2混雑度 0.37
区間3混雑度 0.40

渋滞発生なし 解除

■現地調査結果
対策後 対策後

出典：H22はH22道路交通センサス、H27はH27道路交通センサス 出典：H22はH22道路交通センサス、H27はH27道路交通センサス
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【渋滞状況の変化】

【対策内容】右折⾞線設置（主） ■現地調査結果

完了対策 ３軸（冬期）条件による
対策前評価

３軸（冬期）条件による
H27評価

現地確認
H28結果

解除判定
対策内容 実施主体 完了年度

大谷地駅前通バイパス
右折車線設置（主道路側）

札幌市
北海道開発局

H25
H26

冬期平日ピーク時旅行速度

17.8㎞/h
冬期平日ピーク時旅行速度

11.4㎞/h
冬期平日ピーク時に

渋滞発生
モニタリング継続

○ 右折車線設置（主道路側）および大谷地駅前通バイパスの対策後、国道12号の冬期平日ピーク時旅行速度は向上してい
るが、平和通（市道）においては、冬期平日ピーク時旅行速度が20km/h以下である。 H28年度の現地調査では渋滞発生を
確認。⇒次年度以降もモニタリングを継続し、必要に応じて追加対策を検討する。

【17】 一般国道１２号×平和通（市道） （意見箇所）：札幌都市圏ＷＧ

■旅⾏速度の推移

24

北海道渋滞対策協議会

対策前 Ｄ流入部 対策後 Ｄ流入部

５．H29主要渋滞箇所解除候補箇所の現地確認結果 北海道渋滞対策協議会
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対策後
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H27

H22

冬期平日ピーク時旅行速度（km/h）

右折車線設置後
速度上昇

【位置図】札幌市厚別区厚別中央
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【位置図】札幌市豊平区平岸 【渋滞状況の変化】

■現地調査結果

完了対策 選定時条件による
対策前評価

選定時条件による
H27評価

現地確認
H28結果

解除判定
対策内容 実施主体 完了年度

右折車線設置
（主道路側）

北海道開発局 H26
平日ピーク時旅行速度

18.4㎞/h
平日ピーク時旅行速度

20.0㎞/h
平日ピーク時に

渋滞発生
モニタリング継続

○ 右折車線設置（主道路側）の対策後、国道側（流入部A・B）の平日ピーク時旅行速度が向上しているが、閾値である20km/h
程度であり、大きな改善は見られない。 H28年度の現地調査では渋滞発生を確認。

⇒次年度以降もモニタリングを継続し、必要に応じて追加対策を検討する。

【122】 一般国道４５３号×道道札幌環状線 （2軸（平日））：札幌都市圏ＷＧ

■旅⾏速度の推移

25

北海道渋滞対策協議会

対策後 Ａ流入部 対策後 Ｂ流入部

５．H29主要渋滞箇所解除候補箇所の現地確認結果 北海道渋滞対策協議会
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【対策内容】右折⾞線設置（主）
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【位置図】札幌市豊平区平岸 【渋滞状況の変化】

■現地調査結果

完了対策 選定時条件による
対策前評価

選定時条件による
H27評価

現地確認
H28結果

解除判定
対策内容 実施主体 完了年度

右折車線設置
（主道路側）

北海道開発局 H26
平日ピーク時旅行速度

15.8㎞/h
平日ピーク時旅行速度

13.5㎞/h
平日ピーク時に

渋滞発生
モニタリング継続

○ 右折車線設置（主道路側）の効果により、国道側（流入部A・B）の平日ピーク時旅行速度が向上しているが、平日ピーク時
旅行速度が20km/h以下である流入部が依然として存在。H28年度の現地調査では渋滞発生を確認。

⇒次年度以降もモニタリングを継続し、必要に応じて追加対策を検討する。

【123】 一般国道４５３号×道道西野白石線 （2軸（平日））：札幌都市圏ＷＧ

■旅⾏速度の推移

26

北海道渋滞対策協議会

対策後 Ａ流入部 対策後 Ｃ流入部

５．H29主要渋滞箇所解除候補箇所の現地確認結果 北海道渋滞対策協議会

【対策内容】右折⾞線設置（主）
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【位置図】留萌市栄町 【渋滞状況の変化】

【対策内容】⼀般国道231・232号 留萌拡幅 ■現地調査結果

完了対策 選定時条件による
対策前評価

選定時条件による
H27評価

現地確認
H28結果

解除判定
対策内容 実施主体 完了年度

一般国道２３１・２３２号
留萌拡幅

北海道開発局 H26
休日ピーク時旅行速度

9.8㎞/h
休日ピーク時旅行速度

19.5㎞/h
休日ピーク時に

渋滞発生
モニタリング継続

○ 一般国道231・232号 留萌拡幅の効果により、国道231号および市道東岸通りの休日ピーク時旅行速度が改善。しかし、市
道早道通りにおいては、速度20km/hを下回っている。 H28年度の現地調査では渋滞発生を確認。

⇒次年度以降もモニタリングを継続し、必要に応じて追加対策を検討する。

【64】 一般国道２３１号×栄町２号通（市道） （3軸（大型商業施設））：個別検討箇所（留萌開発建設部）

■旅⾏速度の推移

５．H29主要渋滞箇所解除候補箇所の現地確認結果

27

D流入部よりＢ流入部を望む
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19.5 km/h

9.8 km/h

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0

H27

H22

休日ピーク時旅行速度（km/h）

北海道渋滞対策協議会
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市道早道通り

市道東岸通り
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右折車線設置後
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左折レーンが無いため、
渋滞が発⽣

交差点改良
右左折レーンが無い
ため、渋滞が発⽣



６. H30主要渋滞箇所解除候補箇所

28



154

⼩⾦湯
H27拡幅
L=4.3km

230

６．H30主要渋滞箇所解除候補箇所 北海道渋滞対策協議会

■H29年度 解除検討箇所（現地確認箇所）

＜H27年度対策完了箇所一覧（1/2）＞ Ｈ27対策により、H29年度に⾒直しを検討する箇所(予定）

箇 所 名 協議会 対策内容 実施主体 完了年度 図No

120 一般国道１２号×一般国道２７５号 札幌都市圏
右左折車線設置

交差点拡幅
北海道開発局

H25

H27
1

154 一般国道２３０号×市道小金湯東連絡線 個別（札幌） 小金湯拡幅 北海道開発局 H27 2

155 一般国道３３７号×道道札幌当別線 札幌都市圏
当別バイパス 北海道開発局 H27 3

156 一般国道３３７号×道道札幌当別線 札幌都市圏

15 道道札幌北広島環状線×道道下手稲札幌線 札幌都市圏 富丘通り（バイパス） 札幌市 Ｈ27 4

36453

12

274
120

図1.札幌駅周辺

○H27年度までに対策が実施された14箇所について、今年度、最新の交通データ(H28年データ)によるモニタリングを行うとともに、各都市圏
WG等で現地確認を実施し、主要渋滞箇所の指定の解除を検討。

155
156

15

29

図2.定⼭渓周辺

図3.当別町周辺 図4.⼿稲区周辺

新発寒稲積橋
新川さくら並⽊橋
H27.1.15開通

当別バイパス

H14完成供⽤
L=5.8km

H27完成供⽤
L=9.6km

富丘通り

337

231 275

5

5

231
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６．H30主要渋滞箇所解除候補箇所 北海道渋滞対策協議会

○H27年度までに対策が実施された14箇所について、今年度、最新の交通データ(H28年データ)によるモニタリングを行うとともに、各都市圏
WG等で現地確認を実施し、主要渋滞箇所の指定の解除を検討。

■H29年度 解除検討箇所（現地確認箇所）

＜H27年度対策完了箇所一覧（2/2）＞

箇 所 名 協議会 対策内容 実施主体 完了年度 図No

1207 道道函館南茅部線×道道五稜郭公園線 函館都市圏 電停移設 函館市 H27

5
56 一般国道５号×美原学園通（市道） 函館都市圏

函館新外環状道路

右左折レーン設置

石川4号線（美原学園通り）

信号現示調整（右折矢）

北海道開発局

北海道開発局

函館市

北海道警察

Ｈ26

H27

H27

H27

1414 一般国道３９号×市道新旭川東幹線通１号線 旭川都市圏
花咲通り街路事業

右折車線延伸

旭川市

北海道開発局

H25

H27
61415 一般国道３９号×金星橋通（市道） 旭川都市圏 花咲通り街路事業

右折車線設置

旭川市

北海道開発局

H25

H2758 一般国道３９号×花咲通（市道） 旭川都市圏

1801 一般国道３９号×新緑通（市道） 個別（網走）

北見道路整備

北海道横断自動車道（部分開通）
北海道開発局

H25

H27
71802 一般国道３９号 北見三輪複合商業施設 個別（網走）

1806 一般国道３９号×道道置戸福野北見線 個別（網走）

2102 一般国道３８号×道道釧路環状線 釧路都市圏

釧路新道延伸

釧路インター線

釧路外環状道路（釧路東ICまで）

北海道開発局

北海道

北海道開発局

H25

H25

H27

8

図6.旭川都市圏

30

Ｈ25.3.31開通 L=10.3km

39

北海道横断⾃動⾞道
訓⼦府〜北⾒⻄
H27.11.8開通
L=12km

北⾒東IC

北⾒川東IC
（H25.12.24

供⽤）

北⾒中央IC

北⾒北上IC
（H25.12.24供⽤）北⾒⻄IC

北⾒道路

1801 1802
1806

図7.北⾒駅周辺

Ｈ25.12.13開通
L=0.6km

38

40

道道釧路インター線

釧路外環状道路
H28.3.12開通 L=9.9km

釧路新道
L=8.8km

2102

図8.釧路都市圏

釧路⻄IC 釧路中央IC

釧路中央IC

H27.3.14開通
Ｌ=2.4km

図5.函館都市圏
函館新道

函館IC
函館新外環状道路
L=10.0km

⾚川IC

278

227

56

1207

30

39

40

12

237

5228

花咲通り

H25街路事業

Ｈ27対策により、H29年度に⾒直しを検討する箇所(予定）
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７．今後のスケジュール

H30.2頃開催
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H29第1回協議会（H29.7.27）

■主要渋滞箇所の進捗状況

■主要渋滞箇所の解除候補箇所の

承認

■主要渋滞箇所の解除箇所の承認

■主要渋滞箇所における渋滞対策の進捗、モニタリング結果の確認

■主要渋滞箇所における解除候補箇所の現地確認結果

■主要渋滞箇所における取組状況（関係機関で連携した取組） など

H30第1回協議会（H30.7）

■主要渋滞箇所の進捗状況

■主要渋滞箇所の解除候補箇所の

承認

■主要渋滞箇所の解除箇所の承認

都市圏渋滞ワーキンググループ北海道渋滞対策協議会

○ 今年度の都市圏WGは、平成30年2月頃に開催を予定。
○ 次年度の協議会は、平成30年7月頃に開催を予定。

帯広都市圏道路交通連携会議

札幌都市圏渋滞対策連携会議

函館都市圏渋滞対策協議会

旭川都市圏道路交通連携会議

釧路圏渋滞打合せ

北海道渋滞対策協議会

H29第2回協議会（H30.●）

■主要渋滞箇所の追加


